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旅
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新
聞

二
〇
一
九
年
六
月
に
発
刊
さ
れ
た

「
旅
酒
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
巻
末
に

つ
い
て
い
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

第
一
号
達
成
者
が
つ
い
に
現
れ
ま

し
た
。

去
る
二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
八
日

（
水
）
に
達
成
式
が
執
り
行
わ
れ
、

第
一
号
達
成
者
の
奥
田
氏
に
は
、

シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
入
り
の
認
定

証
と
お
気
に
入
り
の
旅
酒
が
入
っ

た
ミ
ニ
樽
酒
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

奥
田
氏
は
、
旅
酒
全
国
制
覇
の
旅
を

紀
行
文
に
ま
と
め
て
お
り
、
旅
酒
公

式
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
裏
面
に
抜
粋
を
掲
載
）

旅
酒
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
の
他
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
地
で
の
思
い
出
や

出
会
い
が
記
さ
れ
て
お
り
、
旅
好
き

に
は
た
ま
ら
な
い
旅
行
記
で
す
。
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（写真上）認定証を授与の模様
（写真下）ミニ樽酒を授与の模様

「
旅
酒
」
全
国
制
覇
は
、
北
は
北
海

道
の
「
知
床
・
阿
寒
」、
南
は
沖
縄

県
の
「
石
垣
島
」
と
、
全
国
各
地

の
五
十
二
の 

観
光
地
を
全
て
訪
れ

な
い
と
完
成
す
る
こ
と 

が
出
来
な

い
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
す
。

Ｇ
ｏ 
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
実
施
中

の
今
な
ら
、
国
内
複
数
箇
所
の
旅

に
も
行
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
、Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
を
活
用
し
て
、
旅
酒
制
覇
の
旅

を
ス
タ
ー
ト
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

あ
な
た
の
旅
酒
巡
り
が
、
日
本
各
地

の
観
光
地
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
全
国
制
覇
者
に
は
、
認
定

証
と
ミ
ニ
樽
酒
を
贈
呈
致
し
ま
す
。

全
国
制
覇
を
達
成
し
た
奥
田
氏
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ペ
ー
ジ
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まずは、３か所で旅酒スタンプを集めてみてください。
３か所集まったら、ガイドブックを購入して本格的に旅酒探しの旅に
出てみてください。
その際、３か所のスタンプは本紙から切り取り、ガイドブックの
スタンプ帳に貼ってください。
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道
後
温
泉
は
、
四
国
・
愛
媛
県
の
松
山

市
に
あ
る
温
泉
地
で
す
。
愛
媛
県
の
空

の
玄
関
口
、
松
山
空
港
に
降
り
立
っ
た

の
は
今
回
で
三
度
目
で
す
が
、
一
階
到

着
ロ
ビ
ー
に
あ
る
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
」

を
販
売
し
て
い
る
売
店
が
目
を
引
き
ま

す
。
お
店
で
お
金
を
払
う
と
コ
ッ
プ
を

渡
さ
れ
、
自
分
で
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
を
コ
ッ
プ
に
注
ぐ
セ
ル

フ
方
式
に
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
ユ
ニ

ー
ク
で
、
さ
す
が
愛
媛
は
「
み
か
ん
王

国
」
だ
と
思
い
ま
す
。

松
山
空
港
か
ら
温
泉
街
ま
で
は
リ
ム
ジ

ン
バ
ス
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

所
要
時
間
は
約
四
十
分
で
す
。
道
後
温

泉
は
、『
万
葉
集
』
に
も
歌
わ
れ
て
い

る
日
本
最
古
の
温
泉
で
、
温
泉
街
の
シ

ン
ボ
ル
「
道
後
温
泉
本
館
」
は
国
の
重

要
文
化
財
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
道
後
温
泉
本
館
」
は
市
営
の
日
帰
り

入
浴
施
設
に
も
な
っ
て
お
り
、
夏
目
漱

石
の
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
に
も
描
か

れ
て
い
ま
す
。

松
山
の
旅
酒
は
、
温
泉
街
か
ら
は
少
し

離
れ
た
「
道
後
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
で

購
入
し
ま
し
た
。
時
間
が
少
し
早
か
っ

た
た
め
、
ま
だ
ホ
テ
ル
の
売
店
が
開
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
フ

ロ
ン
ト
の
方
に
お
願
い
し
て
売
店
を
開

け
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
私
に
と
っ
て
旅
酒
第
一
号
の

購
入
地 

、
お
店
に
と
っ
て
も
第
一
号

の
お
客
様
と
な
り
、
思
い
出
に
残
る
場

所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
私
の
旅
酒
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

ホ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ン
プ
は

ま
っ
さ
ら
で
イ
ン
ク
の
つ
き
具
合
が
良

く
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

鬼
怒
川
温
泉
は
、
栃
木
県
の
日
光
市
に

あ
る
温
泉
地
で
、
東
京
方
面
（
浅
草
）

か
ら
は
東
武
鉄
道
の
特
急
列
車
を
利
用

す
る
と
便
利
で
す
。
所
要
時
間
は
約
二

時
間
で
す
。

鬼
怒
川
温
泉
は
、
箱
根
や
熱
海
と
並
ん

で
「
東
京
の
奥
座
敷
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
鬼
怒
川
温
泉
の
歴
史
は
古
く
、

火
傷
に
対
す
る
効
能
が
あ
る
と
古
く
か

ら
言
わ
れ
て
お
り
「
傷
は
川
治
（
川
治

温
泉
）、
火
傷
は
滝
（
鬼
怒
川
温
泉
）」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
光
の
旅
酒
は
、
駅
前
の
「
お
み
や
げ

処 

す
み
屋
」
で
購
入
し
ま
し
た
が
、

お
店
の
女
将
さ
ん
が
「
お
客
様
が
当
店

で
旅
酒
を
購
入
さ
れ
た
第
一
号
の
お
客

様
で
、
ど
ん
な
方
が
お
見
え
に
な
る
の

か
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た

。」
と
丁
寧
な
ご
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

丁
度
お
昼
時
で
し
た
の
で
、
女
将
さ
ん

に
お
勧
め
の
お
店
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き 

、
早
速
、
珈
琲
茶
屋
「
珈
香
和

（cocowa

）」
と
い
う
お
店
に
向
か
い

ま
し
た
。「
珈
香
和
」
は
古
民
家
風
の

佇
ま
い
で
、
店
内
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

着
物
姿
で
、 

小
上
が
り
が
あ
る
な
ど
居

心
地
の
良
い
お
店
で
す
。

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ 

が
人
気
の
よ
う
で
し

た
が
、
私
は
「
生
姜
焼
き
の
ホ
ッ
ト
サ

ン
ド
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
酒　
純
米
吟
醸
酒

醸
造
元
は
梅
錦
山
川

愛
媛
県　
一
八
七
二
年
創
業

日
本
酒　
純
米
酒

醸
造
元
は
第
一
酒
造

栃
木
県　
一
六
七
三
年
創
業


